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（開会 午前１０時００分）

○石井委員長

皆さん、おはようございます。

定足数に達しておりますので、ただいまより総務常任委員会を開会いたします。

本日の日程は配付の資料のとおりです。

傍聴の方に申し上げます。

傍聴人は、傍聴規則第８条の規定により、議事について可否を表明、または騒ぎ立てること

は禁止されています。

なお、委員長の注意に従わないときは、委員会条例第１６条第２項の規定により、退場して

いただく場合がありますので、あらかじめ申し上げます。

直ちに、会議を開きます。

最初に、本委員会の会議録の署名委員に鈴木広美委員、新見準委員を指名いたします。

これから議案の審査を行います。

当委員会に付託された案件は、お手元に配付してあります日程のとおり、８件です。

早速議事に入ります。

議案第２号、八街市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定についてを議題といたし

ます。

この議案は朗読を省略して、直ちに提案者の説明を求めます。

○黒川国保年金課長

議案第２号、八街市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について、ご説明いたし

ます。

付議案は１０ページ、議案説明資料は２８ページをご覧ください。

この条例は、国民健康保険法に基づく保険給付として、国民健康保険被保険者が出産に要す

る経済的負担の軽減等を図るために支給している出産育児一時金の支給額を、現行の４２万

円から５０万円へ引き上げるものでございます。

なお、この条例は令和５年４月１日以降の出産に適用いたします。

以上で、議案第２号、八街市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定についての説明

を終了させていただきます。

ご審議のほど、よろしくお願いいたします。

○石井委員長

以上で説明が終わりましたので、これより質疑を許します。質疑はございますか。

○丸山委員

それでは、若干の質問をさせていただきます。

出産育児一時金という、これを増額することは大変賛成でございます。４２万円から５０万

円の引上げということで、８万円の増となるわけですけれども、現在、出産費用の増加傾向

ということを聞いておりますが、八街での出産費用はどのくらい今かかっているのか。その

辺は担当課は把握されていますでしょうか。
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○黒川国保年金課長

一応１月末現在で、本市での出産費用は大体１件あたり５４万６千円ほどかかっております

ので、５０万円よりもさらに高い金額がかかっていることは把握してございます。

○丸山委員

今、出産率も大変下がってきていると、大変低いということで、この出産費用が大変高過ぎ

るからという、そういう声も聞いております。

ですから、せっかくこれは５０万円へ引き上げても、出産する世帯では間に合わないという

状況があるわけなんですけれども、その辺については、担当課はどんなふうにお考えでしょ

うか。

○黒川国保年金課長

担当課としましても、病院によりまして、金額がかなり差があるということもございますの

で、やはりご家庭でも、その辺も考えて選んでいただくというのも１つかとは思うんですけ

れども、やはり個室とかになると、また料金等が変わってきますので、その辺も勘案して、

皆さん、考えていただければと思っております。

○丸山委員

いずれにしても、この一時金を上回る差額というのは、出産する世帯の負担増となるわけで、

これは何らかの形で、今少し検討していかなければならないんじゃないかなというふうに思

います。

それと、この引き上げることは、大変私は賛成なんですけど、国の方では、財源は現役世代

だけではなくて、７５歳以上の後期高齢者医療制度からも総額の７パーセントを当てるんだ

というようなことを言っているわけですね。

後期高齢者の最高限度額も引き上げる。そして、保険料も引き上げる。そういうことで、こ

の一時金の一部に当てていくというようなことを言われているわけなんですけれども、全世

代で支えるんだということで、後期高齢者からもそういったお金が回っていくわけなんです

けれども、出産一時金の増額のために、こうした個々もそうなんですけれども、医療保険の

保険料を引き上げて、その財源にしていくということは、あまりにもひどい話じゃないかな

と。税金の二重取りじゃないかというようなことも思うわけで、ぜひこのことにつきまして

は、国に対して、こういった財源の確保の在り方ではなくて、国のほうがきちんと財源を確

保していくということを求めていただきたいと、このように思うわけですが、今日は市長は

いません。

総務部長。市長に代わって、やはり国に対して、こういった意見を挙げていただきたいとい

うふうに思いますが、市長に代わって、部長の方からのご意見をいただきたいと思います。

○片岡総務部長

お答えします。

国の動向等を注視しながら、その辺は、しっかり言わなくちゃいけないことは言っていきた

いと考えております。

○石井委員長
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丸山わき子委員、よろしいですか。

○丸山委員

大丈夫じゃないけど、市長がいないからいいです。

○石井委員長

ほかに質疑を許します。質疑はございますか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○石井委員長

質疑がなければ、これで質疑を終了いたします。

これから討論を行います。討論はございますか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○石井委員長

討論がなければ、これで討論を終了いたします。

これから、議案第２号、八街市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定についてを採

決いたします。

この議案は原案のとおり決定することに賛成の委員の起立を求めます。

（起 立 全 員）

○石井委員長

起立全員です。議案第２号は原案のとおり可決されました。

続きまして、議案第３号、八街市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について

を議題といたします。

この議案は朗読を省略して、直ちに提案者の説明を求めます。

○黒川国保年金課長

議案第３号、八街市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定についてご説明いたし

ます。

付議案は１１ページ、議案説明資料は２９ページをご覧ください。

この条例改正は、国民健康保険法施行令の一部改正に伴い、国民健康保険被保険者の税負担

公平性の維持を図るため、改正を行うものでございます。

主な改正点について説明をさせていただきます。課税限度額を超過する納税義務者に対する

医療保険分及び後期高齢者支援金分の課税限度額の引上げを行うもので、医療保険分は現行

の６３万円から６５万円に、後期高齢者支援金分は現行の１９万円から２０万円に改正をす

るものでございます。

なお、附則において、この条例は令和５年度以降の年度分の国民健康保険税において適用し、

令和４年度以前の国民健康保険税については、従前の例とするとしております。

以上で、議案第３号、八街市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定についての説

明を終了させていただきます。

ご審議のほど、よろしくお願いいたします。

○石井委員長
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以上で説明が終わりましたので、これより質疑を許します。質疑はございますか。

○丸山委員

それでは、議案第３号、国保税条例の一部改正について質問をさせていただきます。

この２９ページの改正概要のところで、国民健康保険被保険者に係る税負担の公平性を維持

するために引上げをするんだということが書かれているわけですが、この税負担の公平性を

維持するとは、どういうことを指しているのか、説明いただきたいと思います。

○黒川国保年金課長

こちらの税負担の公平性ということで、所得の多い方に、より多く負担していただくという

ことを考えてございます。

○丸山委員

所得の多い方の限度額を増やしていくということなんですが、今回、医療分６３万円を６５

万円に、それから、後期高齢者支援分１９万円を２０万円に、介護納付金は１７万円、これ

は据置きするというものですが、総額１０２万円になるわけですね。

この１０年間で限度額の引上げ状況というのは３２．４パーセント引き上がっているわけで

すね。これは所得の１割を超える。そういった重い負担になってきているわけなんですが、

この物価高騰の下で、本当に引上げというのはなじまないのではないかなというふうに思い

ます。

限度額は法定額の範囲内で、市町村が独自に設定できることになっているわけですね。なぜ

ここで引上げを導入するのか。その辺についてお伺いいたします。

○黒川国保年金課長

確かにおっしゃるとおり、各自治体で引上げ等は決められますが、今回の引上げにつきまし

ては、県内５４団体中、４４団体は令和４年度に引き上げておりまして、残りの１０団体は

来年度以降の実施となる予定でございます。本市も毎回１年遅れで引上げを行っております

ので、今回もそのように判断をしております。

○丸山委員

本来はこういった事務は各自治体で対応できる、そういうものとなっているはずなんですが、

やはり今、国のやり方というのは、一律にこうしなさいということで、せめて八街市ができ

ることは１年遅れ、そういう対応であるというふうに今、本当に苦しい内を今課長の方から

も答弁があったわけですが、本当に国のやり方というのはあまりにもひどいなということを

改めてここでも感じているところであります。

今回、限度額の改定で４５５万円の増収となるわけですね。これは、払いきれないというこ

とで悲鳴を上げている中、低所得者の皆さんの保険税の解決になっていくのかどうか。その

辺についてはどのようにお考えなんでしょうか。

○黒川国保年金課長

今回はあくまで限度額の増額だけの変更でございますので、保険税率を変更しているわけで

はございません。これを基に、保険税率をまた変更していけば、低所得差等の負担軽減も考

えられるとは思うんですが、今、うちの方としては、保険税率の方を変更する予定はござい
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ませんので、中間層、低所得者層の影響はございません。

○丸山委員

国の方としては、この被保険者間の負担割合を変えることで、国保の構造的欠陥を何とか

補っていきたいというふうに思っているようなんですけれども、これは抜本的な解決にはな

らないことは事実ですよね。

やはりもう今、どんな対応を各市町村がしても、それはもう本当に国保の構造的な問題、こ

れは解決できないんだと。やはり全国知事会や市長会が、各自治体に１兆円の公費負担をし

てくれという、そういった要求をしているわけなんですけれども、やはりそういった抜本的

対策を取らない限りは、本当に口先でちょこっとずつ引き上げてみる。そこで市民が苦しめ

られる。そういった国保の運営状況になってきているんじゃないかなということで、ここで

引き上げても、何ら解決はしないということで、この引上げには納得はできません。

以上です。

○石井委員長

ほかに質疑はございますか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○石井委員長

質疑がなければ、これで質疑を終了いたします。

これから討論を行います。討論はございますか。

最初に、反対討論の発言を許します。

○丸山委員

それでは、議案第３号、国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について、反対討

論を行います。

国民保険の保険課税の限度額、医療費分６３万円から６５万円に、後期高齢者支援分を１９

万円から２０万円に、介護給付金は１７万円で据置きするというものですが、総額１０２万

円となり、１０年間で３２．４パーセントもの引上げとなります。国保税が最高額で１００

万円を超えること自体、異常なことです。

今回の限度額の改定で４５５万円の増収となりますが、国民健康保険の被保険者の間で負担

割合を変えることで、国保の構造的欠陥を補うことはできず、抜本的解決にはなりません。

八街市だけでなく、多くの自治体の国保財政は国保加入者だけの努力では解決できない状況

に追い込まれています。

国が削減した分を元に戻さないまま、国保加入者の限度額引上げに負担を背負わせることは

認められません。

全国知事会、市長会が国保財政の危機を打開する道は、国が抜本的な財政措置を講じること

だとし、１兆円規模の公費負担を求めていますが、実現に向けてさらなる取組を強く求め、

反対討論といたします。

以上です。

○石井委員長
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次に、賛成討論の発言を許します。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○石井委員長

討論がなければ、これで討論を終了いたします。

これから議案第３号、八街市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定についてを採

決いたします。

この議案は原案のとおり決定することに賛成の委員の起立を求めます。

（起 立 多 数）

○石井委員長

起立多数です。議案第３号は原案のとおり可決されました。

続きまして、議案第１７号、八街市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定につい

てを議題といたします。

この議案は朗読を省略して、直ちに提案者の説明を求めます。

○黒川国保年金課長

議案第１７号、八街市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について、ご説明い

たします。

付議案は２ページ、議案説明資料は１ページをご覧ください。

この条例改正は、国民健康保険税条例において引用する地方税法等の一部改正に伴い、国民

健康保険税における５割軽減及び２割軽減判定の基準額を引き上げ、低所得世帯における軽

減措置の拡充を図るものです。

この条例改正により、５割軽減判定所得については、一人当たり２８万５千円であったもの

が２９万円に、２割軽減判定所得については、一人当たり５２万円だったものが５３万５千

円に引上げが行われ、国民健康保険税応能割の軽減措置を受けられる世帯の拡充が図られる

ものでございます。

なお、附則において、この条例は、令和５年度以降の年度分の国民健康保険税において適用

し、令和４年度以前の国民健康保険税においては、従来の例とするとしております。

以上で、議案第１７号、八街市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定についての

説明を終了させていただきます。

ご審議のほど、よろしくお願いいたします。

○石井委員長

以上で説明が終わりましたので、質疑を許します。質疑はございますか。

○栗林委員

お尋ねいたします。

こちらの軽減措置を行うことによって、どのくらいの世帯、被保険者数が見込まれるか、教

えていただければと思います。

○黒川国保年金課長

今回の改正によりまして、医療保険分及び後期高齢者支援分は、５割軽減判定が３３世帯の
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増、２割軽減が５２世帯の増、介護納付分は５割軽減が１６世帯の増、２割軽減が１８世帯

の増となり、全体で８５世帯が対象となり、影響額は２７４万６千４００円を見込んでござ

います。

○石井委員長

栗林澄惠委員、よろしいですか。

○栗林委員

大丈夫です。

○石井委員長

ほかに質疑はございますか。

○丸山委員

今、８５世帯ということで答弁いただいたわけですが、これは全体では被保険者の中で５割、

２割軽減世帯は何世帯あるのかお伺いいたします。それから、大体何割くらい占めるのか、

お伺いいたします。

○黒川国保年金課長

全体でいいますと、医療保険分と後期高齢者支援金分が世帯数で１千６５９世帯から１千６

９２世帯、全体の１３．６パーセント。２割軽減が１千３４３世帯が１千３９５世帯、１１．

０２パーセントの増を見込んでおります。

また、後期高齢者支援金分につきましては、５割軽減が１千６５９世帯から、失礼しました。

後期高齢者支援金分も医療保険分と同数でございます。

介護納付金分が６２９世帯から６４５世帯。２割軽減が４７４世帯から４９２世帯の増とな

ります。

○丸山委員

そうしますと、被保険者の中で、この軽減を受ける総世帯というのはどのくらいになるんで

すか。

○黒川国保年金課長

全体で申し上げますと、割合として６０．１８パーセントから６１．０５パーセントの増に

なります。

○丸山委員

減っちゃう。世帯数が減っているから……。

○石井委員長

丸山わき子委員、もう一度お願いします。

○丸山委員

世帯数が減っているから、軽減世帯数が減ったということかしら。

○黒川国保年金課長

軽減を受ける世帯が全体の６０．１８パーセントから６１．０５パーセントに増えておりま

す。

○丸山委員
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はい。理解しました。ありがとうございます。

○石井委員長

丸山わき子委員、よろしいですか。

○丸山委員

はい。

○石井委員長

ほかに質疑はございますか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○石井委員長

質疑がなければ、これで質疑を終了いたします。

これから討論を行います。討論はございますか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○石井委員長

討論がなければ、これで討論を終了いたします。

これから議案第１７号、八街市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定についてを

採決いたします。

この議案は原案のとおり決定することに賛成の委員の起立を求めます。

（起 立 多 数）

○石井委員長

起立多数です。議案第１７号は原案のとおり可決されました。

議案第４号、令和４年度八街市一般会計補正予算中当委員会付託分についてを議題とします。

お諮りいたします。

審査の方法は、第１表歳入歳出予算補正の内、歳入全款を先議し、歳出は款ごとに審査した

いと思います。ご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○石井委員長

ご異議なしと認めます。

審査の方法は、歳入全款を先議し、歳出は、款ごとに審査することに決定をいたしました。

それでは、歳入全款について、提案者の説明を順次求めます。

○和田財政課長

それでは、歳入全款につきましてご説明いたします。

補正予算書１２ページをお願いいたします。

２款地方譲与税、３項森林環境譲与税、１目森林環境譲与税は、補正前の額から４２万６千

円を増額し、９４２万６千円とするもので、１節森林環境譲与税は交付額確定による増額で

す。

１２款１項１目地方交付税は、補正前の額から１億８千１１０万９千円を増額し、４６億９

千６００万３千円とするもので、１節地方交付税は、普通交付税の国の２号補正に伴う増額
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でございます。

１４款分担金及び負担金、１項負担金、１目民生費負担金は、補正前の額から６万７千円を

増額し、１億２８５万１千円とするもので、２節児童福祉費負担金は、児童発達支援事業負

担金の利用者の増に伴う増額で、つくし園管理運営費への充当です。

１５款使用料及び手数料、１項使用料、４目土木使用料は、補正前の額から１７３万円を増

額し、６千９４９万円とするもので、１節市道占用料１７３万円は、全額道路占用料で、市

内一円、市道や赤道の占用料見込額によるものです。

１３ページをお願いいたします。

１６款国庫支出金、１項国庫負担金、１目民生費国庫負担金は、補正前の額から４千１９７

万９千円を増額し、３５億４千３７１万６千円とするもので、支出見込額の確定によるもの

です。

１節保険基盤安定負担金は、国民健康保険安定負担金７１万７千円の減額です。

２節未就学児均等割保険税負担金は、未就学児均等割保険税負担金４３万４千円の減額です。

４節障害者福祉費負担金６千８４６万４千円の増額は、障害者医療費負担金３６８万９千円

の減額、障害者自立支援給付費負担金３千６１１万円の増額、障害児通所給付費負担金３千

６０４万３千円の増額です。

６節児童保護措置費等負担金１千６２９万円の減額は、子どものための教育・保育給付交付

金１千１６万４千円の減額、子育てのための施設等利用給付交付金６１２万６千円の減額で

す。

７節児童手当負担金は、児童手当負担金９０４万４千円の減額です。

次に、２項国庫補助金、１目総務費国庫補助金は、補正前の額から４０４万５千円を減額し、

６億８千９８２万６千円とするもので、１節総務管理費補助金４０４万５千円の減額は、新

型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金５７１万１千円の増額と、デジタル基盤改

革支援補助金９７５万６千円の減額です。

２目民生費国庫補助金は、補正前の額から７千５４８万３千円を減額し、１１億１千２３６

万６千円とするものです。

１節社会福祉費補助金１千９１４万円の減額は、全額新型コロナウイルス感染症セーフ

ティーネット強化交付金の減額です。

２節障害者福祉費補助金２３６万２千円は、全額地域生活支援事業費等補助金の増額です。

３節児童福祉費補助金５千８７０万５千円の減額は、全額保育所等整備交付金の減額です。

１４ページをお願いいたします。

３目衛生費国庫補助金は、補正前の額から２５８万８千円を減額し、６億１千９１万４千円

とするもので、１節母子保健費補助金９７万１千円の減額は、全額母子保健医療対策総合支

援事業補助金の減額です。

２節健康増進費補助金１６１万７千円の減額は、全額疾病予防対策事業費等補助金の減額で

す。

４目土木費国庫補助金は、補正前の額から１千７１２万６千円を増額し、６千４８６万２千
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円とするもので、１節道路橋梁費補助金は、社会資本整備総合交付金２千６３５万円の増額

です。

２節都市計画費補助金９２２万４千円は、全額社会資本整備総合交付金の減額です。住宅建

築物安全ストック形成事業補助金と地域住宅計画に基づく事業補助金の減額でございます。

４目教育費国庫補助金は、補正前の額から８５万８千円減額し、５千１６０万円とするもの

で、１節小学校費補助金１５万２千円の減額は、就学援助費補助金２千円の減額、特別支援

教育就学奨励費補助金１５万円の減額です。

２節中学校費補助金７０万６千円の減額は、就学援助費補助金２０万６千円の減額、特別支

援教育就学奨励費補助金５０万円の減額です。

３項委託金、２目民生費委託金は、補正前の額から１１万円を減額し、２千１７１万１千円

とするもので、２節国民年金費委託金１１万円は、全額国民年金事務費交付金の減額です。

１５ページをお願いします。

１７款県支出金、１項県負担金、１目民生費県負担金は、補正前の額から２千５６４万６千

円を増額し、１１億９千９２８万２千円とするものです。

１節保険基盤安定負担金５２０万６千円の減額は、国民健康保険基盤安定負担金２１８万７

千円の減額、後期高齢者医療保険基盤安定負担金３０１万９千円の減額です。

２節未就学児均等割保険税負担金２１万７千円の減額は、全額未就学児均等割保険税負担金

の減額です。

３節障害者福祉費負担金３千４２３万１千円の増額は、障害者医療費負担金１８４万５千円

の減額、障害者自立支援給付費負担金１千８０５万５千円の増額、障害児通所給付費負担金

１千８０２万１千円の増額です。

５節児童保護措置費等負担金７００万８千円の減額は、子どものための教育・保育給付交付

金３９４万５千円の減額、子育てのための施設等利用給付交付金３０６万３千円の減額です。

６節児童手当負担金３８４万６千円の増額は、全額児童手当負担金の増額です。

３目県移譲事務交付金は、補正前の額から２８万２千円を増額し、２３４万５千円とするも

のです。

１節県移譲事務交付金２８万２千円は全額権限移譲事務交付金の交付額決定に伴う増額です。

２項県補助金、２目民生費県補助金は、補正前の額から１４６万３千円を減額し、１億９千

９８５万９千円とするものです。

２節障害者福祉費補助金は、地域生活支援事業補助金１１８万１千円の増額、強度行動障害

県単加算事業補助金２６３万３千円の減額、全国在宅障害児者等実態調査事務取扱交付金１万

１千円の減額です。

３目衛生費県補助金は、補正前の額から２２８万１千円を減額し、６千７２万８千円とする

ものです。

２節健康増進費補助金１９３万１千円の減額は、全額健康増進事業費補助金の減額です。

４節公害対策費補助金３５万円の減額は、全額住宅用省エネルギー設備等導入促進事業補助

金の減額です。
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１６ページをお願いいたします。

４目農林水産業費県補助金は、補正前の額から９７４万８千円を減額し、３千５６１万２千

円とするものです。

１節農業委員会費補助金３万９千円の減額は、農地集積集約化対策推進交付金４１万５千円

の減額、農地利用最適化交付金３７万６千円の増額です。

２節農業振興費補助金９１５万円の減額は、「輝け！千葉の園芸」次世代産地整備支援事業

補助金３９１万５千円の減額、災害に強い森づくり事業補助金５２３万５千円の減額です。

３節畜産業費補助金５５万９千円の減額は、全額飼料生産拡大整備支援事業補助金の減額で

す。

６目土木費県補助金は、補正前の額から５６万円を減額し、４４万円とするものです。

１節都市計画費補助金５６万円の減額は、全額住まいの耐震化サポート事業補助金の減額で

す。

８目教育費県補助金は、補正前の額から２１万５千円を減額し、２１１万４千円とするもの

です。

１節社会教育費補助金は、青少年相談活動費補助金１万円の減額、学校家庭地域連携協力推

進事業費補助金２０万５千円の減額です。

次に、委託金、１目総務費委託金は、補正前の額から７６７万６千円を減額し、１億５千２

１３万３千円とするものです。

５節選挙費委託金７６７万６千円の減額は、県議会議員選挙執行委託金４９万５千円の減額、

参議院議員選挙執行委託金７１８万１千円の減額です。

次に、１８款財産収入、２項財産売払収入、１目不動産売払収入は、３４４万２千円を計上

するものです。

１節土地売払収入３４４万２千円は、全額市道小谷流など、赤道の土地売払収入です。

１７ページをお願いします。

１９款寄附金、１項寄附金、１目寄附金は、補正前の額から１９万円を増額し、７千２３５

万１千円にするものです。

１節総務費寄附金１９万円は、八街応援寄附金６万１千円、野球場建設指定寄附金１２万９

千円の増額です。

次に、２０款繰入金、１項基金繰入金、１目財政調整基金繰入金は、補正前の額から２億８

千８３７万９千円を減額し、４億４千６１０万１千円とするものです。

１節財政調整基金繰入金２億８千８３７万９千円の減額は、全額財政調整基金への繰入金で

す。

３目森林環境整備基金繰入金は、補正前の額から２８８万７千円を減額するものです。

１節森林環境整備基金繰入金は、充当事業費、市道等周辺森林整備業務の減額により、２８

８万７千円を全額減額いたします。

２項特別会計繰入金、２目後期高齢者医療特別会計繰入金は、１９６万１千円を計上するも

のです。
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１節後期高齢者医療特別会計繰入金は、全額後期高齢者医療特別会計繰入金過年度精算分の

増額です。

１８ページをお願いいたします。

２２款諸収入、３項受託事業収入、２目衛生費受託事業収入は、補正前の額から４５７万９

千円を減額し、１千６３９万３千円とするものです。

１節衛生費受託事業収入４５７万９千円の減額は、全額後期高齢者医療健康診査費委託金の

減額です。

２２款諸収入、５項雑入、３目雑入は、補正前の額から５３５万５千円を増額し、１億６千

７６７万３千円とするものです。

１節雑入は５３５万５千円。こちらは、ワークプラザ光熱水費３万７千円の増額、後期高齢

者医療定率市町村負担金返還金１千８８６万３千円の増額、スポーツ振興宝くじ助成金１千

９６４万６千円の減額、二酸化炭素排出抑制対策事業費等補助金３１４万１千円の減額、ふ

れあいバス運行事業国庫納付金９２４万２千円の増額です。

２３款市債、１項市債、３目衛生費、１節保健衛生費１千８９０万円の減額は、上水道事業

一般会計出資債の減額です。上水道事業会計繰出事業費が１千７９０万円の減額、印旛郡市

広域市町村圏事務組合水道企業部繰出事業費１００万円の減額となります。

５目土木債は、１節道路橋梁債３千４６０万円の増額で、道路改良事業費２千３８０万円が

国の補正により、社会資本整備事業の増額、大池排水区整備事業一般会計負担金が１千８０

万円の増額です。

３節都市計画債１２０万円の減額は、市営住宅整備事業９４０万円の減額、都市施設整備事

業８２０万円の増額です。

７目教育債２千３７０万円の減額は、１節小学校債は、小学校施設整備事業２３０万円の増

額、３節社会教育債は、図書館施設整備事業６００万円の減額です。

４節保健体育債は、体育施設整備事業２千万円の減額です。

以上をもちまして、議案第４号、令和４年度八街市一般会計補正予算（第１０号）歳入全款

の説明を終了いたします。

ご審議のほど、よろしくお願いいたします。

○石井委員長

以上で説明が終わりましたので、これより質疑を許します。質疑はございますか。

○丸山委員

それでは、ちょっとお願いします。

１４ページの土木費国庫補助金の道路橋梁費補助金なんですが、２千６３５万、これはどう

いった内容のものなのか、お伺いいたします。

○中村道路河川課長

こちらにつきましては、国の二次補正によって執行を予定するものですけれども、こちらに

関しましては、道路改良工事を５区１号線を予定してございます。それと、３区４０号線の

グリーンベルト、約１キロくらいを予定してございます。それから、市道２１０号線の歩道
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整備工事、こちらを継続して行っておりますが、こちらを予定してございます。

○丸山委員

１８ページの市債で、土木債ですね。ここでは道路改良事業ということで、ここも２千８８

０万円を計上されておりますけれども、これはどういった内容なのか。

○中村道路河川課長

こちらは、先ほども申しました、国の補助金を使ってやる事業の財源ということでございま

す。

○丸山委員

じゃあ、これは分かりました。

それと、１７ページの繰入金、財政調整基金繰入金の２億８千８３７万９千円の減というこ

とになっていますが、令和４年度末は、財調はどのくらいになるのかお伺いいたします。

○和田財政課長

お答えいたします。

令和４年度末の現在高につきましては、２３億３千４３０万円ほどという残高になってござ

います。こちらで当初予算の方も繰入れをしてございますので、令和５年度当初予算での財

政調整基金繰入金というのが約７億９千９００万円ということでございまして、令和５年度

末の残高については、約１５億３千万円程度になるものというふうに考えてございます。

○石井委員長

よろしいですか。

○丸山委員

はい。

○石井委員長

ほかに質疑はございますか。

○栗林委員

１３ページの国庫支出金の総務費国庫補助金の中にあります、デジタル基盤改革支援補助金

の方が減額になっているんですけれども、こちらの事業内容と減額理由を教えていただけれ

ばと思います。

○細野システム管理課長

こちらの補助金の内容なんですけれども、住民基本台帳や税情報などの各自治体が構築して

いるシステムにつきましては、各団体ごとでばらばらであります。こちらを国が統一して、

経費の節減や事務効率を図ろうとして、こちらのデジタル基盤改革の補助金があります。こ

れは１０分の１０の補助でございます。

このたび、歳出予算として、実は自治体の標準化、共通化を行うにあたって、市が独自に

作っている文字ですね。いわゆる外字と呼んでいるんですけれども、こちらを全国統一の文

字に置き換える作業を予定しておりましたが、こちらが国との仕様が遅れた関係で、令和５

年度に事業を遅らせた関係で、今回減額させていただいて、改めて令和５年度に計上するも

のでございます。
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以上でございます。

○石井委員長

よろしいですか。はい。

ほかに質疑はございますか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○石井委員長

質疑がなければ、これで質疑を終了いたします。

執行部の皆様に申し上げます。この後、審査に関係する職員以外は退席して結構です。

ここで１０分間休憩いたします。

（休憩 午前１０時４６分）

（再開 午前１０時５５分）

○石井委員長

それでは、会議を再開いたします。

休憩前に引き続き、会議を開きます。

黒川国保年金課長より、発言の訂正を求められております。発言を許可します。

○黒川国保年金課長

先ほど議案第１７号の質疑の中で、丸山委員さんから質疑のありました、軽減判定の全体の

率なんですけれども、６０．１８パーセントから６１．０５パーセントとお答えしたんです

が、６０．１８パーセントから６０．８８パーセントですので、訂正の方をさせていただき

ます。よろしくお願いいたします。

○石井委員長

これについて、丸山わき子委員、発言はよろしいですか。

○丸山委員

はい。結構です。

○石井委員長

よろしいですか。はい。

それでは、次に、歳出２款総務費についての審議に移ります。

提案者の説明を求めます。

説明は補正予算書の項目順にお願いいたします。

○飯田企画政策課長

それでは、令和４年度歳出２款総務費、３月補正についてご説明いたします。

補正予算書は２０ページをご覧ください。

１項総務管理費、７目企画費につきましては、補正前の額から３２万７千円を増額し、補正

後の額を２千７５２万６千円にしようとするものです。

説明欄をご覧ください。公共交通対策費３２万７千円の増額につきましては、１８節負担金

補助及び交付金は、バス運行事業者に対する国及び県の補助額が当初見込額を下回ったこと

により、沿道団体である本市の負担額が変更となったことによるバス運行対策費補助金の増
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額でございます。

○細野システム管理課長

続きまして、９目電算業務費につきまして、ご説明いたします。補正前の額から１千２２万

２千円を減額し、補正後の額を２億３千５３３万６千円とするものです。

説明欄をご覧ください。１２節委託料９９８万９千円の減は、予定しておりました文字の同

定化作業である、情報システム標準化改修業務の実施時期を来年度としたことによる減額な

どが主なものでございます。

１３節使用料及び賃借料２３万３千円の減は、一般事務用パソコンの追加整備に係る入札先

の減額でございます。

○飯田企画政策課長

続きまして、１１目諸費につきましては、補正前の額から７８２万円を増額し、補正後の額

を２億３２３万１千円にしようとするものです。

説明欄をご覧ください。ふれあいバス運行事業費７６９万１千円の増額につきましては、１

２節委託料は、地域内フィーダー系統確保維持補助金が今年度より運行事業者への納入から、

公共交通協議会を通して、市会計への納入となったことによる、市内循環バス運行業務委託

料の増額でございます。

次に、野球場建設基金費１２万９千円の増額につきましては、歳入予算に計上しました指定

寄附金と同額を積み立てようとするものです。

○中澤市民課長

補正予算書の２１ページをご覧ください。

続きまして、３項戸籍住民基本台帳費、１目戸籍住民基本台帳費につきましては、旅券事務

に係る県移譲事務交付金の確定により、一般財源と県支出金の財源の組換えを行うものでご

ざいます。

○湯浅選挙管理委員会事務局長

２款総務費、４項選挙費についてご説明をいたします。

補正予算書の２１ページから２４ページとなります。

はじめに、３目参議院議員選挙費は、補正前の額から６２０万円を減額し、補正後の額を３

千９６万９千円とするものでございます。これは、令和４年７月１０日に執行された参議院

議員選挙の執行に係る経費の残額を減額するものでございます。

次に、４目市長選挙費は、補正前の額から１千２４８万５千円を減額し、補正後の額を１千

６３２万４千円とするものでございます。これは、令和４年１１月２０日に執行された市長

選挙の執行に係る経費の残額を減額するものでございます。

次に、５目県議会議員選挙費は、補正前の額から４９万５千円を減額し、補正後の額を１千

２２万２千円とするものでございます。これは、県議会議員選挙の執行日が確定したことに

より、不要となった経費を減額するものでございます。

次に、６目市議会議員補欠選挙費は、補正前の額から２４８万２千円を減額し、補正後の額

を５８２万７千円とするものでございます。これは、令和４年１１月２０日に執行された市
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議会議員補欠選挙の執行に係る経費の残額を減額するものでございます。

以上で、２款総務費の説明を終了いたします。

ご審議のほど、よろしくお願いいたします。

○石井委員長

以上で説明が終わりましたので、これより質疑を許します。質疑はございますか。

○小川委員

２０ページの９目電算業務費ですね。電算管理費の委託料なんですけれども、情報システム

改修業務でかなり減額がありますので、それについてご説明をお願いいたします。

○石井委員長

すみません、小川委員。もう一度大きい声で。いつもどおり大きい声でお願いいたします。

○小川委員

減額理由についてお願いいたします。聞こえましたか。

○細野システム管理課長

先ほど歳入でもご説明させていただきましたが、自治体のシステムの標準化作業を進めてお

ります。その中で、システムに使う文字が、いわゆる外字といって市独自の文字を今使って

おります。それを全国統一の文字に同定する作業を今年度予定をしておりましたが、これが

来年度になりましたので、全額を減額させていただいて、来年度改めて計上させていただく

予定です。

○小川委員

ご丁寧なご説明をありがとうございました。

続きまして、１１目諸費ですね。こちらですけれども、ふれあいバス運行事業費委託料が７

６９万１千円ですか。市内循環バス運行業務ですね。こちらは増額になっていますけれども、

この理由についてお伺いいたします。

○飯田企画政策課長

こちらにつきましては、先ほど歳入の方で、国庫補助のところで説明した内容と同じになる

んですけれども、こちらは国庫補助の方が、これまでバスの運行事業者、そちらの方に直接

補助金の方が交付されていた、国の補助金が交付されていたんですけれども、そちらの方が

今年度から公共交通協議会、そちらの方に納入されるということになりまして、そちらから

今度は市の会計を通して、この委託料の中で支出することになりましたので、その分が増額

になったということになります。

○小川委員

ありがとうございました。

○石井委員長

大丈夫ですか。

ほかに質疑はございますか。

○丸山委員

それでは、２２ページの市長選挙及び市議会議員補欠選挙のところでお伺いいたします。市
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長選挙につきましては、当初よりも４３パーセント減ということなんですけれども、この理

由につきましては、約半分近くが一般職員の手当が減となっております。この辺について、

どういうことなのか、お伺いしたいと思います。

○湯浅選挙管理委員会事務局長

当初、見積りをしていたときには、候補者の数がもう少しという感じで見積もっておったん

ですが、実際には２名だったということで、事務料が減ったということです。

○丸山委員

それでは、市議補欠選挙の方もそういうことで、この市長選挙を想定する場合には、何人ぐ

らい予算上では想定したのか。また、市議補欠選挙の方ではどのくらいを想定したのか、そ

の辺についてお伺いいたします。

○湯浅選挙管理委員会事務局長

市長選挙については５名で見積もってございます。市議会議員の補欠選挙も同数でございま

す。

○石井委員長

丸山わき子委員、よろしいですか。

○丸山委員

はい。分かりました。

○石井委員長

ほかに質疑はございますでしょうか。質疑はないですか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○石井委員長

質疑がなければ、これで質疑を終了いたします。

次に、歳出３款民生費の内、１項５目、８目及び９目について、提案者の説明を求めます。

説明は補正予算書の項目順にお願いいたします。

○黒川国保年金課長

続きまして、３款民生費についてご説明いたします。

補正予算書の２６ページをご覧ください。

３款１項５目老人福祉費についてご説明いたします。補正前の額から５４２万円を減額し、

補正後の額を９億４千８９１万６千円にしようとするものです。後期高齢者医療事業費１３

９万６千円の減額は、千葉県後期高齢者広域連合負担金の額が確定したことにより減額する

ものです。

次に、後期高齢者医療特別会計繰出金４０２万４千円の減額につきましては、保険基盤安定

繰出金の額の確定により減額をするものです。

２７ページをご覧ください。

８目国民健康保険費についてご説明いたします。補正前の額から９２１万９千円を減額し、

補正後の額を６億４千４８７万２千円にしようとするものです。国民健康保険特別会計繰出

金９２１万９千円の減額は、国民健康保険基盤安定繰出金を３８７万２千円の減額、未就学
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児均等割保険税繰出金を８６万７千円の減額、出産育児一時金繰出金を４４８万円減額する

ものでございます。

続いて、９目国民年金費についてご説明いたします。補正前の額から１１万円を減額し、補

正後の額を１千７５１万５千円にしようとするもので、国民年金システムの改修が必要な変

更事項がなかったため減額するものでございます。

以上で、３款民生費の説明を終了いたします。

ご審議のほど、よろしくお願いいたします。

○石井委員長

以上で説明が終わりました。これより質疑を許します。

○丸山委員

２７ページの国民年金のところでお伺いいたします。この国民年金システム改修業務という

のは、具体的にはどのような内容だったのか、お伺いいたします。

○黒川国保年金課長

年金手帳の発行に関するシステム改修を行う予定だったんですが、システム管理課の方で

やっていただけたので、システム改修費が必要なくなったということになります。

○丸山委員

はい、分かりました。

○石井委員長

よろしいですか。

○丸山委員

はい。

○石井委員長

ほかに質疑はございますか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○石井委員長

質疑がなければ、これで質疑を終了いたします。

次に、歳出４款衛生費の内、１項７目について、提案者の説明を求めます。

○飯田企画政策課長

それでは、補正予算書の３２ページをご覧ください。

歳出４款衛生費についてご説明します。１項保健衛生費、７目上水道費につきましては、補

正前の額から１千８８２万４千円を減額し、補正後の額を１億９千２６４万７千円にしよう

とするものでございます。

説明欄をご覧ください。上水道事業会計繰出事業費１千７８７万５千円の減額につきまして

は、２３節投資及び出資金は、予定していた榎戸排水場第２系配水池更新工事が入札不調と

なり、令和４年度中の工事の実施を見送ったことによる水道管路耐震化事業出資金の減額で

ございます。

次に、印旛郡市広域市町村圏事務組合水道企業部繰出事業費９４万９千円の減額につきまし
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ては、人事異動により、水道企業部の対象職員が変更となったことによる、印旛広域水道上

水道事業児童手当補助金５万１千円の減額及び霞ヶ浦導水事業の出資金の変更による印旛広

域水道事業一般会計出資金１００万円の減額でございます。

以上で、４款衛生費の説明を終わります。

ご審議のほど、よろしくお願いします。

○石井委員長

以上で説明が終わりましたので、質疑を許します。質疑はございますか。

○丸山委員

それでは、お伺いいたしますのは、投資及び出資金のところで、霞ヶ浦への出資金の減とい

うことになったわけですが、令和４年度はどのくらいの出資額になるのか、お伺いします。

○飯田企画政策課長

すみません。３９０万円になります。令和４年度ですね。はい。

○石井委員長

丸山わき子委員、よろしいですか。

○丸山委員

はい。

○石井委員長

ほかに質疑はございますか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○石井委員長

質疑がなければ、これで質疑を終了いたします。

次に、第２表繰越明許費補正１追加の内、４款衛生費の内、１項保健衛生費及び８款消防費

について、提案者の説明を求めます。

説明は、補正予算書の項目順でお願いいたします。

○飯田企画政策課長

それでは、第２表繰越明許費補正１追加についてご説明いたします。

補正予算書の６ページをご覧ください。

４款衛生費、１項保健衛生費、上水道事業会計繰出事業費１千５９４万円の繰越しにつきま

しては、上水道更新工事において、原油等の調達難等により、水道用資材の不足や納入遅延

が発生し、工事が大幅に遅れ、年度内に工事を完了できない見込みとなったことから、こち

らを翌年度に繰り越すものでございます。

○宮澤防災課長

８款消防費、１項消防費、消火栓維持管理費２４６万８千円につきましては、社会情勢によ

る水道用資材の納入遅延等により、水道課の上水道更新工事が繰り越されることに伴い、更

新工事における消火栓設置に係る消火栓新設負担金について、繰越しを行おうとするもので

す。

消防設備整備事業費２千１５万５千円につきましては、新型コロナウイルス感染症による
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ロックダウンや、それに伴う海運等の物流停滞の影響などにより、消防自動車のベース車両

供給が大幅に遅延したことにより、年度内の納車ができないため、繰越しを行おうとするも

のです。

以上で説明を終わります。

ご審議のほど、よろしくお願いいたします。

○石井委員長

以上で説明が終わりました。これより質疑を許します。質疑はございますか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○石井委員長

質疑がなければ、これで質疑を終了いたします。

次に、第３表地方債補正について、提案者の説明を求めます。

○和田財政課長

第３表地方債補正、補正予算書の７ページをお願いいたします。

歳入２３款市債で説明させていただきましたが、１追加は地方債を活用する２事業で、１、

大池排水区整備事業一般会計負担金、限度額が１千８０万円。都市施設整備事業、限度額が

８２０万円、起債の方法、利率、償還の方法につきましては記載のとおりでございます。

２、変更は、事業費の決定により６件を変更いたします。なお、起債の方法、利率、償還の

方法につきましては、補正前と同様でございます。

ご審議のほど、よろしくお願いいたします。

○石井委員長

以上で説明が終わりましたので、これより質疑を許します。質疑はございますか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○石井委員長

質疑がなければ、これで質疑を終了いたします。

これから討論を行います。討論はございますか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○石井委員長

討論がなければ、これで討論を終了いたします。

これより議案第４号、令和４年度八街市一般会計補正予算中、当委員会付託分についてを採

決いたします。

この議案は、原案のとおり決定することに賛成の委員の起立を求めます。

（起 立 全 員）

○石井委員長

起立全員です。議案第４号中、当委員会付託分は原案のとおり可決されました。

ここで、次に、議案第５号、第６号について審査を行いますが、議案第５号、議案第６号以

外の職員は、この場にて退席されて結構でございます。

そのままお待ちください。
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それでは会議を続けます。

議案第５号、八街市国民健康保険特別会計補正予算についてを議題といたします。令和４年

度ですね。補正予算を議題といたします。

この議案は朗読を省略して、直ちに提案者の説明を求めます。

○黒川国保年金課長

議案第５号、令和４年度八街市国民健康保険特別会計補正予算につきまして、ご説明いたし

ます。

補正予算書の１ページをご覧ください。

第１条歳入歳出予算補正につきましては、既定の予算から歳入歳出それぞれ６千２１８万７

千円を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ８６億９千３２６万９千円にしようとするもので

ございます。

詳細は事項別明細によりご説明いたします。

８ページをご覧ください。

はじめに、歳入でございますが、２款２項１目保険給付費等交付金は、補正前の額から６千

４４３万７千円を減額し、補正後の額を６２億３千４４３万７千円にしようとするもので、保険

給付費等交付金の額が確定したための減額と、特別調整交付金の確定による増額によるものでご

ざいます。

４款１項１目一般会計繰入金は、補正前の額から９２２万円を減額し、補正後の額を５億５

千１０５万９千円にしようとするもので、保険基盤安定繰入金、未就学児均等割保険税繰入金、

出産育児一時金繰入金の額が確定したため減額をするものでございます。

９款２項１目財政調整基金繰入金は、補正後の予算額を０とするもので、財政調整基金に依

存しない国保運営が見通せたため、繰入金を取りやめるものでございます。

９ページをご覧ください。

５款１項１目繰越金は、補正前の額に５千１８９万６千円を追加し、補正後の額を７千２４

６万４千円にしようとするもので、令和４年度繰越金の額が確定したため、増額するものです。

６款１項１目一般被保険者延滞金は、補正前の額に７７４万３千円を追加し、補正後の額を

３千８９４万３千円にしようとするものです。これは、令和４年１２月末までに収納した後期高

齢者支援金及び介護納付金延滞金を計上したものでございます。

次に、歳出でございますが、１０ページをご覧ください。

１款１項１目一般管理費は、補正前の額から１５７万４千円を減額し、補正後の額を１千９

３８万４千円にしようとするものです。これは、診療報酬明細書点検業務の確定に伴う補正でご

ざいます。

１款４項１目趣旨普及費は、補正前の額から５０万円を減額し、補正後の額を６４万円にし

ようとするものです。趣旨普及用パンフレットの購入費でございますが、令和３年度から令和４

年度に記載内容の変更がなかったことから、単価が下がったことや、購入部数が減ったことによ

り、減額するものでございます。

２款１項１目一般被保険者利用用給付費は、補正前の額から１億４６２万３千円を減額し、
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補正後の額を５２億２千８３６万９千円としようとするものです。これは、下半期に入り、予算

執行率が見込みほど伸びなかったため、減額をするものでございます。

１１ページをご覧ください。

２款４項１目出産育児一時金は、補正前の額から６７２万３千円を減額し、補正後の額を２

千２６９万２千円としようとするもので、当初見込みより出産件数が減少したことにより減額す

るものでございます。

２款５項１目葬祭諸費は、補正前の額から５０万円を減額し、補正後の額を６４５万円とし

ようとするもので、当初見込みより件数が減少したことにより、減額するものでございます。

３款１項１目一般被保険者医療給付費分は、新型コロナウイルス感染に伴う保険税減税分３

７２万１千円が特別調整交付金として確定したことにより、財源を組み替えるものでございます。

１２ページをご覧ください。

６款１項１目基金積立金は、補正前の額に５千１７３万３千円を追加し、補正後の額を５千

１７４万４千円にしようとするものです。財政調整基金積立金につきましては、前年度繰越金か

ら国、県への償還金及び一般会計への繰出金を差し引いた額を財政調整基金に積み立てるもので

ございます。

以上で、令和４年度八街市国民健康保険特別会計補正予算の説明を終わらせていただきます。

ご審議のほど、よろしくお願いいたします。

○石井委員長

以上で説明が終わりましたので、これより質疑を許します。質疑はございますか。

○栗林委員

お尋ねします。

歳入と歳出とちょっと関連しているので、一緒に確認したいんですけれども、まず、歳入の

８ページ、繰入金で、一般会計繰入金の４節ですね。出産育児一時金の、いわゆる繰入金の

減額に伴うということで、これは確定したということでありました。歳出の方でも減額され

ておりますが、当初予算での予定人数と実際に支給された人数の確認をさせてください。

○黒川国保年金課長

当初見込が７０件でございまして、決算見込が５４件でございます。

○栗林委員

ありがとうございます。

続きまして、すみません。１１ページ、次の２款の保険給付費の葬祭費に関しても同様の質

問でお願いいたします。

○黒川国保年金課長

当初予算見込が１３９件で、決算見込が１２９件でございます。

○石井委員長

栗林委員。

○栗林委員

大丈夫です。はい。
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○石井委員長

ほかの質疑に移ります。ほかに質疑はございますか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○石井委員長

ほかに質疑がなければ、これで質疑を終了いたします。

これから討論を行います。討論はございますか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○石井委員長

討論がなければ、これで討論を終了いたします。

これから、議案第５号、八街市国民健康保険特別会計補正予算についてを採決いたします。

この議案は原案のとおり決定することに賛成の委員の起立を求めます。

（起 立 全 員）

○石井委員長

起立全員です。議案第５号は原案のとおり可決されました。

続きまして、議案第６号、八街市後期高齢者医療特別会計補正予算についてを議題といたし

ます。

この議案は朗読を省略して、直ちに提案者の説明を求めます。

○黒川国保年金課長

議案第６号、令和４年度八街市後期高齢者医療特別会計補正予算についてご説明いたします。

補正予算書の１ページをご覧ください。

この補正予算は、既定の予算に歳入歳出それぞれ３千２７３万７千円を追加し、歳入歳出予

算の総額をそれぞれ８億２７７万１千円にしようとするものでございます。

詳細は事項別明細によりご説明いたします。

８ページをご覧ください。

まず、歳入でございますが、１款１項１目特別徴収保険料は、補正前の額から１３２万６千

円を減額し、補正後の額を３億３千５９９万１千円にしようとするものです。

２目普通徴収保険料は、補正前の額に現年度分保険料３千４６５万円を追加し、補正後の額

を２億９千１２１万３千円にしようとするものです。

２款１項２目基盤安定繰入金は、補正前の額から４０２万４千円を減額し、補正後の額を１

億５千９７８万８千円にしようとするものです。これは、保険基盤安定負担金につきまして、

交付額が確定したことによるものでございます。

３款１項１目繰越金は、補正前の額に３４３万７千円を追加し、補正後の額を５４３万７千

円にしようとするもので、令和３年度決算に伴う繰越金でございます。

次に、歳出でございます。９ページをご覧ください。

２款１項１目後期高齢者医療広域連合納付金は、補正前の額に３千７７万５千円を追加し、

補正後の額を７億９千５０万６千円にしようとするものです。これは、現年度分保険料収入

の増や、保険基盤安定負担金の確定、令和３年度に納入した保険料のうち、令和３年度中に
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広域連合へ納付できず、令和４年度に繰り越した繰越金など、広域連合への納付金でござい

ます。

３款２項１目一般会計繰出金は、１９６万２千円を新たに計上するもので、令和３年度にお

ける一般会計からの法定分繰入金の剰余金が確定したことにより、一般会計へ繰り出すもの

です。

以上で、令和４年度八街市後期高齢者医療特別会計補正予算の説明を終了させていただきま

す。

ご審議のほど、よろしくお願いいたします。

○石井委員長

以上で説明が終わりましたので、これより質疑を許します。質疑はございますか。

○栗林委員

すみません。１点だけお願いします。

９ページの後期高齢者広域連合納付金で、先ほど説明の中に保険料が増額とありましたが、

どのぐらい増額になったんでしょうか。

○黒川国保年金課長

特別徴収が１３２万６千円の減額で、普通徴収が３千４６５万円の増となっております。

○石井委員長

よろしいですか。

○栗林委員

はい。

○石井委員長

ほかに質疑はございますか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○石井委員長

質疑がなければ、これで質疑を終了いたします。

これから討論を行います。討論はございますか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○石井委員長

討論がなければ、これで討論を終了いたします。

これから議案第６号、令和４年度八街市後期高齢者医療特別会計補正予算についてを採決い

たします。

この議案は原案のとおり決定することに賛成の委員の起立を求めます。

（起 立 全 員）

○石井委員長

起立全員です。議案第６号は原案のとおり可決されました。

これより、議案第１１号、第１２号の審査に移ります。関係する職員は入室を求めます。

ここで５分間休憩いたします。
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（休憩 午前１１時３１分）

（再開 午前１１時３４分）

○石井委員長

休憩前に引き続き、会議を続けます。

これより議案第１１号、令和５年度八街市国民健康保険特別会計予算についてを議題といた

します。

この議案は朗読を省略して、直ちに提案者の説明を求めます。

それでは、これより質疑を開始させていただきます。委員の質疑をお願いします。

○丸山委員

それでは、歳入から説明いただきたいと思います。

３０３ページの一般被保険者国民健康保険税についてお伺いするわけですけれども、せん

だっての説明の中で、前年度比６千８６４万１千円減となったと、このような説明がござい

ましたが、その主な原因は、後期高齢者への移行によるものだということだったんですけれ

ども、令和５年度の被保険者数はどのくらいを見込んでいるのか、お伺いいたします。

○黒川国保年金課長

１万９千２６８名を見込んでございます。

○丸山委員

１万９千２６８名で、保険税は１６億８千７００万円ということなわけですね。

一人当たりの標準保険税はどのくらいになるのか。前年度と比較してどのようになるのか、

お伺いいたします。

○石井委員長

答弁できますか。それとも、事後に回しましょうか。

丸山わき子委員、大変恐縮です。次の質問に移っていただいて、後ほど回答いただきたいと

思います。よろしくお願いします。

○丸山委員

この保険税の中で滞納繰越分というのが計上されております。この滞納繰越分というのは、

収納率はどのぐらいを見込んでの、この結果になっているんでしょうか。

○黒川国保年金課長

一応１５．５５パーセントを見込んでおります。

○丸山委員

５５．５５パーセント。ごめんなさい。１５．５５パーセント。

そうしますと、全体の収納率というのはどのくらいの見込みでしょうか。

○石井委員長

丸山わき子委員、現年度分でしょうか、過年度の繰越分でしょうか。もう一度明確な質問を

お願いします。

○丸山委員

令和４年度は全体で８８．３パーセントを見込んだわけですね。令和５年度は全体で現年分
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と滞納分とを合わせて、全体ではどのくらいの収納率を見込んでいるのか、お伺いいたしま

す。

○黒川国保年金課長

全体では６３．１１パーセントを見込んでございます。

○丸山委員

この間も一般質問等で私は質問をしましたけれども、滞納者への短期保険証、資格証明書と

いうのを今実施していますけれども、これを実際に発行しても効果はないと。実際に短期保

険証から通常の保険証、それから、資格証明書から短期保険証に変更する、その率は僅か７

パーセントなんですね。７パーセントの方しか対応できないというのが実態なわけです。

ですから、払えない世帯に対して、短期保険証、あるいは資格証明書を発行するという、そ

のペナルティーはまさに命、健康に関わる問題であり、本当に市民の暮らし、福祉を守る自

治体がやるべきものではないというふうに思うわけなんです。

そういう点では、せんだっても申し上げましたけれども、既に短期保険証、資格証明書を発

行しない自治体が増えてきています。ぜひそういう方向での検討を、私は、これは早急にや

るべきではないかなというふうに思うわけですけれども、これは市長の腹積もりもあろうか

と思いますが、ぜひ市長、そういう点での検討を前に進めていただきたいというふうに思い

ますが、いかがでしょうか。

○北村市長

担当といたしましては、日々大変努力しておる中で、さらに市民の皆様の相談を丁寧に拝聴

しながら努力するということが今の基本的な考え方でございます。

○丸山委員

丁寧に対応すればするほど、短期保険証や資格保険書は要らなくなってくるんですよ。本当

に機械的にやればやるほど、短期保険証、資格証明書は増えてきちゃう。不思議な現象が今

起きています。

そういう点では、本当に丁寧に、丁寧に対応していけば、短期保険証や資格証明書は要らな

い。本当に手のかからない、そういう制度になっていくはずなんです。

そういう点では、今までどおりの対応ではなくて、本当に市民の立場に立った国保の制度に

していっていただきたい。このことを改めて申し上げておきます。

それから、３０４ページの県支出金につきまして、お伺いいたします。

県支出金の保険給付等交付金の特別交付金のうち、保険者努力支援分は前年度比１３４万３

千円の増となっております。それで、３千７４８万９千円となっているわけなんですが、増

となった要因は何なのか、お伺いいたします。

○黒川国保年金課長

こちらの方は、保険事業の拡充によって上がったものでございます。

○丸山委員

保険事業の拡充によって上がったものだということのようなんですけれども、この保険者努

力支援というのは、自治体の国保財政に関して、国のほうが、法定外繰入の削減であるとか、
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自治体が法定外繰入の削減であるとか、それから、保険税収納率の状況であるとか、また、

給付適正化等の努力に対して、国が交付金を増減する制度なわけですね。まさに自治体の国

保財政に対して、自主判断を押さえ付ける制度だというふうに私は思います。

これは一応県支出金にはなっているんですけれども、国の制度なわけですね。国が県から各

自治体に下ろすようになっているわけです。やはり適正な国の補助金の交付を求めていく必

要があるんじゃないかと。やはりこういった補助金が大きくゆがめられて、自治体が自主的

な国保運営ができない。やりづらくしている。そういったゆがめられた補助金であるという

ふうに思います。

こういった点では、やはりこれは担当課というよりも、市長、全国市長会でこういうことは

話題になっていないのかどうか。今後、どんなふうに市長はお考えなのか、お伺いしたいと

いうふうに思います。

○北村市長

今、丸山委員からのご質問でございますけれども、国民健康保険につきましては、持続可能

な制度ということで理解をいただきながら、しっかり市長会でも、るる発言しております。

特に国保の安定的財政、持続的に受けるように、国庫負担の引上げ、あるいは国の責任にお

いて、実効ある措置を講じること。あるいは低所得者に対する負担軽減の拡充を強化するこ

と。そして、低所得者を多く抱える保険者への支援を強化するということも決議しておりま

すし、保険者の努力支援制度につきましては、各保険者の医療費適正化の取組等に対する支

援が目的であることを踏まえ、努力した全ての保険者が評価されるよう、適切な評価指標を

するとともに、支援総額を確保するということを重点提言として決議しております。

国におきましては、いろいろな努力をしていただきたいということでありまして、全国市長

会、千葉県市長会を通じまして、国に対する医療保障制度につきましては、令和４年１１月

１１日、国民健康保険制度に関する重点提言をしておりまして、将来にわたりまして、安定

的で持続可能な制度にするために、全ての国民を対象とする医療保険制度の一本化に向け、

抜本改革を実施することを求めております。

また、令和４年１１月１７日には、全国市長会で国民健康保険制度に関する重点提言を行っ

ておりまして、国保の財政基盤強化のために公費の財政支援についても継続して実施すると。

そして、さらなる拡充を図るということで、全国市長会でも、国に対しまして、しっかりと

提言しております。

○丸山委員

既に全国市長会では保険者努力支援分に関しての、これをさらに充実させていけという内容

での意見を言っているんだということのようなので、ぜひこれを先に延ばさず、もっと手前

に持ってきて、本当に国保運営がやりやすくなる、そういう方向での意見をさらに強めて

いっていただきたいというふうに思います。

それから、会社員が加入する保険で、産前産後の保険料が免除されるということであるわけ

ですが、国保にはそういう制度はないわけですね。

ところが、そういった批判がかなり強くて、今度、国保においても出産に関して、産前産後
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４か月分の均等割、所得割保険税が免除されるということになって、来年１月からというこ

となんですけれども、これらに対しては、既に予算化はされているのかどうか。あるいは補

正での予算確保になっていくのか、その辺についてはどうでしょう。

○黒川国保年金課長

こちらの方に関しては、確定し次第、補正等で対応していきたいと考えております。

○丸山委員

ぜひよろしくお願いいたします。

それから、３０５ページですね。一般会計繰入金の中で、未就学児均等割保険税繰入金４６

８万７千円とありますけれども、これは、子どもは収入がないのにもかかわらず、均等割が

賦課されているわけなんですけれども、やはり高校生までの収入のない子どもに対しては、

やはりこれは段階的に均等割をなくす。これが本来ではなかろうかなというふうに思うわけ

なんですけれども、これは、一般会計の繰入金は対象者の数が減って、７８５万５千円の減

となっているわけですね。やはりこれは減として軽減対象を広げていく。そういった資源に

していただきたいなというふうに思いますが、その辺についてはいかがでしょうか。

○黒川国保年金課長

委員さんのおっしゃることはよく分かるんですが、今のところ、まだそういったことを考え

てはおりません。申し訳ありません。

○丸山委員

これは、子育て支援にもつながることでして、今日の東京新聞等にも、これからの出生率が

ますます低くなるということが報道されております。なぜかというと、やはり子育て支援に

お金がかかるということなんですね。八街市もいろいろと努力しているのは分かるわけです

けれども、それ以上に各家庭の子育て支援にはお金がかかるというわけですね。

ですから、こういった国保でも、一気に１８歳までの子どもたちの均等割をなくせと、私は

そういう無理なことは言いませんが、計画的に、徐々に子どもの対象を広げていく。軽減す

る対象を広げていく。そういう取組をぜひ計画的に進めていただきたいというふうに思いま

すが、市長、再度その辺について検討いただけませんでしょうか。

○北村市長

実は重点提言の中で、子どもに係る均等割保険税を軽減する支援制度につきましては、子育

て世代の負担軽減を図るため、必要な財源を確保するとともに、施行状況を勘案した上で、

対象年齢や軽減割合を拡大する等の制度を拡充するということで、重点提言を国に申し上げ

て、決議しております。

○丸山委員

国に対して提言しているということは、本当にありがたいなというふうに思うんですけれど

も、今、本当に子育て支援が早急に必要ではなかろうかと。ですから、市独自の対応策をぜ

ひ検討していただきたいなというふうに思うわけなんです。

そういう点では、一気にはできないだろうなと、先ほど申し上げましたけど、八街市独自に

やっていくのは大変だろうなと。しかし、少しずつその対象年齢を広げていく、そういう取
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組をぜひ八街市として取り組んでいただきたいというふうに思いますが、その辺は、市長、

いかがでしょうか。

○北村市長

私といたしましても、子育て政策については大変重要な課題だと思っておりますことから、

丸山委員の提案してありますことを十分研究課題として捉えさせていただきます。

○丸山委員

研究課題を積極的な取組ということに切り替えていっていただきたいというふうに思います。

よろしくお願いいたします。

それから、３０５ページの繰入金のところで、財政調整基金繰入金とあるわけですが、これ

は、どのような内容なのかお伺いいたします。

○黒川国保年金課長

こちらの財政調整基金繰入金の方なんですが、令和５年度予算をやるにあたって、医療給付

費等が上がっておりますが、歳入の方がそれに追い付いてきておりませんので、基金の方か

ら取り崩して、予算の方を編成したという形になります。

○丸山委員

基金から取り崩してということですね。はい、分かりました。

ほかの人、どうぞ。

○石井委員長

ほかの質疑に移ります。質疑はいかがですか。

○丸山委員

それでは、３０６ページの諸収入のところで、延滞金及び過料のところでお伺いいたします。

保険税の延滞金３千万円とあるわけですけれども、これは、一体何名分ぐらいあるのか。あ

るいは後期高齢者、また、介護納付延滞金、これは何人分ぐらいあるのか、お伺いします。

○黒川国保年金課長

申し訳ございません。こちらは前年度と同額ということで計上してございますので、何人と

いう計算はしてございません。申し訳ございません。

○丸山委員

大半の未納、滞納世帯は払わないのではなくて、払えないというのが実態だと思います。

未納の滞納者に対して、国保料に加えて、延滞金の徴収は現実的ではないのではないかなと

いうふうに思います。

高過ぎる保険税に、国保税に延滞料が加わって、支払いを求めることによって、生活、いわ

ゆる最低限の生活をさらに下回るような、そんなことを求めていくことになるわけですね。

そういう点では、延滞金の徴収を見直すことが必要ではないかなというふうに思います。そ

の辺について、この点はどんなふうにお考えなのか、お伺いしたいと思います。

○黒川国保年金課長

こちらの方は、やはり税負担の公平性という観点からも、延滞金の方は取るのは仕方ないの

かなというふうに考えております。
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○石井委員長

関連します。関連ですね。

○丸山委員

延滞金を徴収していない自治体もあるわけなんですね。それは、もう生活をこれ以上落とし

てはならないという、そういう立場に立っているわけで、やはりそういう点では市民の命と

健康を守る、これが国保の制度であるというふうに思いますので、ぜひ延滞金を徴収しなく

ちゃならないではなくて、市民の本当に暮らしを守るという立場に立った対応策を、いま一

度検討いただきたいと、このことを申し上げておきます。

以上です。

○石井委員長

会議の途中ですが、昼食のため、ここで休憩をいたします。

午後は１時１０分より会議を再開いたします。

（休憩 午後 ０時００分）

（再開 午後 １時１０分）

○石井委員長

それでは、会議を再開いたします。

休憩前に引き続き、会議を続けます。

黒川国保年金課長より、発言の訂正を求められておりますので、これを許可します。

○黒川国保年金課長

午前中の丸山委員さんからのご質問の、一人当たりの保険料額なんですけれども、令和４年

度が、一人当たり９万２千４６８円で、令和５年度が８万９千５８２円で、世帯に直します

と、令和４年度が１４万９千５４５円、令和５年度が１４万１２６円となります。

○石井委員長

丸山委員、それについてよろしいでしょうか。はい。

それでは、午前に引き続き、令和５年度八街市国民健康保険特別会計予算についてを議題と

し、質疑を続けさせていただきたいと思います。

質疑はありませんでしょうか。質疑はいかがですか。

○栗林委員

すみません。そうしたら、歳出の方で、３０７ページの委託料、電算共同処理業務に関して

お知らせいただきたいと思います。内容確認です。

○黒川国保年金課長

こちらの方は、国保連合会に支払う負担金、委託料でございまして、均等割とか、あと、審

査支払手数料等の支払いに使うものでございます。

○石井委員長

栗林委員、続けます。

○栗林委員

大丈夫です。
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○石井委員長

ほかに質疑はございますか。

○丸山委員

それでは、歳出の方で、３０８ページに調整費というのがあります。この中で、賦課徴収費で

手数料、若干これは増となっているわけですけれども、せんだっての説明等では、コンビニ

等の手数料という説明をいただきました。

これは、コンビニでの徴収というのはどのくらいを見込んでいるのか。それから、令和４年

度と比べて、どのくらいの増となるのか。それについてお伺いします。

○黒川国保年金課長

こちらのコンビニ収納の手数料なんですが、令和５年度は３万７千件を見込んでおります。

令和４年度はちょっと数字の方は出ておりませんので、申し訳ございません。

○丸山委員

これはコンビニでの利用が増となるということでよろしいわけですか。

○黒川国保年金課長

はい。一応その見込みで予算を取っております。

○丸山委員

納付に関して、１回の納付額を少なくして、支払いやすくするという、その納付環境を整え

るべきではないかということを私は以前にも質問いたしました。一般質問したんですけれど

も、やはり納付回数を増やすということは検討されたのかどうか。その辺についていかがで

しょうか。

○黒川国保年金課長

以前から、納付回数の８回を増やしていただきたいというお話は聞いておりまして、うちの

方も検討はしておりますが、まだシステムの改修等、そういったこともございます。今後の

ことを全体的に考えまして、計画的にちょっと検討していきたいと思っております。

○丸山委員

やはり支払う側の市民の立場に立てば、少しでも１回の支払いが安ければ、大変助かるわけ

で、そういう点では、ぜひ計画的にということを答弁されましたけれども、早期のうちにこ

れは対応していただきたいなというふうに思いますので、よろしくお願いいたします。

それとあと、１世帯あたりの国保税に関しては、平等割ですね。先ほど１世帯あたりの国保

の支払額の平均を出していただいたわけですけれども、やはり１世帯あたりの平等割という

のは高いと。

せんだって、印旛郡市では、もっと引き上げる自治体があるんですよという、そういう答弁

もありましたけれども、八街市にとっては大変な負担増となっていることは市民の中でも大

きな話題となっております。

そういった点では、この平等割の見直し、これをご検討いただきたいと思いますが、いかが

でしょうか。

○黒川国保年金課長
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平等割に限らず、保険税率全体を見て、検討の方はしていかなくてはいけないかなと思って

おります。

県の方からも赤字解消ということで、法定外繰入を解消しなさいということで、各市町村は

今後値上がりになっていくこともあると思うんですけど、八街市としましては、値上げをし

ない中で、何とかやっていけないかなということでちょっと考えていきたいと思っておりま

す。

○丸山委員

やはり国保というのは国の方がどんどんと補助金を減らしてきているから、そういう点では、

やりくりが本当に大変じゃないかなというのはよく分かります。本当に一般会計から繰入れ

をすれば、それなりのペナルティーは出てきちゃうしということで、国のやり方は本当にひ

どいなというふうに思います。

そういう点では、先ほど来申し上げておりますけれども、国の補助金を元に戻せ。あるいは、

全国市長会、また、知事会が言っているように、１兆円の公費負担を早期に実現せよという、

そういった声が本当に必要ではないか。ではないと、本当に自治体の国保運営というのは成

り立たなくなるという点では、もう切実な問題ではないかなというふうに思っております。

ぜひそういった点では、市長に１兆円の公費負担を早期に実現せよと。これを何としても国

に向けて言っていってほしいと思いますが、再度市長、その辺についてはいかがでしょうか。

○北村市長

先ほども申し上げて大変恐縮でございますけれども、全国市長会でも、常に国保の健康保険

制度に関する重点提言を行っておりまして、国保の財政基盤の強化のために、継続して公費

の財政支援、さらなる財政支援をすること。あるいは、国庫負担の割合を引き上げること

等々、国の責任の中におきまして、実効ある措置を講じるということで、強く求めておりま

すので、さらなる重点要望をしてまいりたいと考えております。

○丸山委員

ぜひよろしくお願いいたします。

次に、３１２ページの傷病手当についてお伺いいたします。これにつきましては、いつまで

のものなのか。令和５年度いっぱいに対応できるものなのか、どうなのか。これについてお

伺いいたします。

○黒川国保年金課長

傷病手当の方ですけれども、５月７日まで延長になりましたが、こちらの手当金につきまし

ては、発症してから２年間請求できますので、令和５年度に限らず、令和６年度も対応でき

るような形で予算の方は確保していくつもりでございます。

○丸山委員

今、２年間の間猶予があって、令和６年度までは請求できるということのようなんですけれ

ども、やっぱりこれは２年という期限付きではなくて、恒久化してほしいなというふうに思

います。

コロナも５月をもって緩和されるわけですけれども、決してコロナがなくなるわけではなく、
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引き続きコロナに対する対応策というのは本当にしていかなければならないというふうに思

います。

その中の１つとして、この傷病手当は、何としても恒久化させていただきたいなというふう

に思います。そういう点でもこれは国に求めると同時に、八街市独自の、こういった傷病手

当の創設をしていただきたいというふうに思いますが、いかがでしょうか。

○黒川国保年金課長

一般質問のときもございましたが、やはり県、国からの予算が付かないと、市独自でやって

いくのは難しいかなと考えております。

○丸山委員

自治体が難しいのであれば、やはり国にきちんと求めていく。国に傷病手当、このコロナに

関しては傷病手当はきちんと恒久化する。そういうことを求めていっていただきたいという

ふうに思います。それはお金がなくてもできるわけですからね。そういう点で、ぜひ積極的

な取組を求めていっていただきたいということを申し上げておきます。

それと、３１４ページの保険事業委託料についてお伺いいたします。ここでは特定健康診査

では、令和４年度では健診期間の延長、また、夜間健診の実施を行っているわけですね。こ

れは受診率アップにつながったのかどうか。また、令和５年度の受診率の目標はどのくらい

を目標にしているのか、お伺いいたします。

○黒川国保年金課長

特定健診の受診率なんですが、集団検診に関しましては、令和４年度より伸びてございます。

ただ、個別健診の方が、ちょうど市内の委員さん等がお願いしていた期間がちょうどコロナ

がまたはやっていた時期もございまして、病院でなかなか対応ができないということもござ

いまして、個別の健診は若干下がってはおりますが、集団健診については伸びております。

また、来年度、令和５年度の目標ということなんですが、特に数値は定めておりませんで、

全員の方が受けていただけるよう、努力していく所存でございます。

○丸山委員

令和４年度のまだ年度末で数字は出ていないとは思うんですが、若干アップしているんだと

いうことを答弁されました。

令和３年度は３６．２パーセントという受診率だったんですね。若干伸びたということのよ

うです。県平均は４０．９パーセント。県平均よりも八街市はかなり下回ってしまうわけで

すね。

そういう点では、ぜひ令和５年度の受診目標をきちんと定めて、そのために取り組んでいた

だきたいなというふうに思います。

ＡＩを活用した特定健診受診率、この向上事業では７０万円ほど増額しているわけですね。

このＡＩを使っての受診率の向上というのは、本当に図られているのかどうか。その辺につ

いてはどうなんでしょうか。

○黒川国保年金課長

こちらのＡＩを活用した受診率向上ということでやっておりますが、特定健診に限らず、今
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年度は人間ドック等も受診者がかなり増えておりますので、やっているだけ伸びてきている

のかなというふうに、担当の方では考えております。

○丸山委員

担当課の方もいろいろ努力をし、予算を付けているわけですから、ぜひ令和５年度の受診率

は、県平均まで行くぐらいの取組をぜひ目指していっていただきたい。このことを申し上げ

ておきます。

それから、３１５ページの新規事業で、第３期データヘルス計画及び第４期特定健康診査等

実施計画策定事業費５０６万円が計上されていますが、これは一体どういう内容のものなの

か。それから、委託しなければならない、その事由は何なのでしょうか。

○黒川国保年金課長

こちらの委託費につきましては、レセプトデータの処理費用とか、特定健診データの処理費

用、そういうのも含めまして、今後のデータヘルス計画を作成していく上で、本課の保健師

を中心に作業は進めていくんですが、なかなかデータ等の集計等が課内だけでは難しいので、

その点を委託しまして、一緒に作っていくというような形でございます。

ここで、第４期の特定健診の方の実施計画の方も同様に、本課の職員が中心となって委託業

者と冊子というか、形に作っていくというような業務でございます。

○丸山委員

これはどのくらいの期間の間に作成していくものなのか。第４期というのはいつから始まる

のか。その辺についてお伺いいたします。

○黒川国保年金課長

第４期は令和６年度から始まりますので、令和５年度中に、なるべく早い時期に作成したい

と考えております。

○丸山委員

はい。分かりました。

○石井委員長

よろしいですか。

○丸山委員

はい。

○石井委員長

ほかに質疑はございますか。

○小川委員

糖尿病性腎症……。

○石井委員長

すみません。予算書のページ数をお願いします。

○小川委員

３１５ページですね。それで、保健衛生普及費のところですけれども、糖尿病性腎症重症化

予防事業、これは具体的にちょっと説明いただければありがたいんですけど。よろしくお願
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いします。

○黒川国保年金課長

こちらの方は、今うちの方で特定健診を行っておりまして、メタボの関係でやっております

が、その中で、糖尿病の重症化しそうな数値の方等をピックアップしまして、予防に努める

ように勧奨、病院を受診していただくよう努めるように勧奨していくプログラムと、こちら

は令和５年度は、昨年度、要は未治療者の予防プログラムということで主にやっていたんで

すが、今年はそこから１つ先に進みまして、治療者予防プログラムということで、さらに先

の段階をやっていただくというような形でプログラムを組んでおります。

○小川委員

ご丁寧な説明をありがとうございました。

○石井委員長

よろしいですか。

ほかに質疑はございますか。質疑はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○石井委員長

質疑がなければ、これで質疑を終了いたします。

これから討論を行います。討論はございますか。

最初に、反対討論の発言を許します。

○丸山委員

それでは、議案第１１号、国民健康保険特別会計予算に対して反対討論を行います。

新型コロナウイルスや物価、原油高騰に高過ぎる国保税は払いきれないの新たな怨嗟の声が

上がっています。

国保税の中で、１世帯あたり、税率を決める平等割は、印旛郡市では最高の３万２千円と

なっており、払える国保税への見直しとともに、令和４年度から始まった未就学児均等割の

減額に対し、令和５年度は保険税繰入金４６８万７千円の計上となっています。収入のない

子どもに均等割を賦課しており、高校生までの均等割をなくすことを求めます。

本市の国保加入世帯１万２千９７５世帯のうち、滞納世帯は１千３０２世帯、医療費を全額

自己負担する資格証明書発行数は３４２世帯、短期保険証の発行数は１千６８世帯です。資

格証明書の発行を受けた世帯の約９割、短期保険証で約７割が２００万円以下の世帯であり、

低所得者の世帯に対し、悪徳滞納者として資格証明書を３７年前から、短期保険証は２４年

前から発行し、ペナルティーを課してきましたが、国保税の収納率は上がってはおりません。

失業や病気、事業の不振などで国保税を払えなくなった加入者には行政が追い打ちをかけ、

さらなる貧困にたたき落とすようなことはあってはなりません。

国民健康保険税滞納者への短期保険証、資格証明書の発行をするか、しないかは市町村の判

断でできます。既に自治体判断で短期保険証、資格証明書の発行取りやめに取り組んでいる

横浜市では、法や政府の国会答弁、厚労省の通達などの趣旨に基づく対応だと述べ、意図的

に支払わないという人はほとんどおらず、適切に判断すれば、交付はゼロになるとしていま



－36－

す。

支払い困難な市民に対し、ペナルティーを課すのはやめ、市民が健康で生活していくための

支援をすることを求めます。

また、保険税の延滞金３千１００万円が計上されています。大半の未納、滞納世帯は払わな

いのではなく、払えないというのが実態です。未納、滞納者に対し、国保税に加え、延滞金

の徴収は現実的ではありません。高過ぎる保険税、延滞金が加わり、支払いを求めることに

より基準生活を下回り、暮らしが成り立たなくなるのは本末転倒であり、解消すべきです。

延滞金を徴収していない自治体では、条例では徴収されるものとされているが、延滞金は失

業者や低所得者による生活困窮者であることが多く、延滞金加算の実施は延滞被保険者への

負担増となり、保険料本体の納付をさらに困難にすることが考えられるため、延滞金減免の

運用をしているとしています。

世帯所得の低さが被保険者資格証明書の交付につながっていることは明らかであり、市はい

つまでも放置すべきではありません。

国保財政の運営については、新年度も県支出金で保険者努力支援が３千７００万円計上され

ています。各自治体の国保財政に法定外繰入削減、保険税収納率給付適正化等の努力に対し

て、交付金を増減するもので、国保運営を大きくゆがめています。自治体の国保財政に対す

る自主判断を押さえ付ける制度です。

県支出金となっていますが、国の制度であり、適正な国の補助金の交付を求めていくことが

必要です。

以上の立場から、国保特別会計予算に反対するものであります。

○石井委員長

次に、賛成討論の発言を許します。

○小川委員

議案第１１号、令和５年度八街市国民健康保険特別会計、賛成の立場から討論をさせていた

だきます。

本市の国民健康保険は、少子高齢化の進行や、就業構造の変化、多様化に伴い、制度の支え

手である現役世代の被保険者が減少傾向にあり、国保運営の根幹であります保険税は減少し

ております。

一方で、高齢化の進行などにより、一人当たりの医療費は年々増加する傾向にあり、国民健

康保険を取り巻く環境は今まで以上に厳しい状況が続いていると思われます。

令和５年度国民健康保険特別会計予算では、保険税は未就学児の均等割保険税減額措置実施

に伴う減収があり、令和４年１０月から実施された社会保険適用拡大に伴う国保被保険者の

流出による減収をもたらし、７４歳国保被保険者の後期高齢者医療制度への移行等に伴う国

保被保険者の減少による減収など、令和４年度当初課税額より６千９２７万７千円の減収を

見込んでおります。

一方で、国保被保険者の減少に反し、一般被保険者療養給付費は、令和４年度予算より４千

１２３万７千円増の５１億１千２０８万７千円、一般被保険者高額療養費は、令和４年度予
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算より２千３６３万円増の８億１千４３３万３千円を見込んでおり、厳しい国保運営が鑑み

られます。

こうした中、保険事業においては、人間ドック助成金や、特定健康診査の受診率向上に向け

た人工知能を活用した健診未受診者に対する受診勧奨事業の推進や、糖尿病が重症化するリ

スクの高い医療機関の未受診者、受診中断者について、適切な受診勧奨を行う糖尿病性腎症

重症化予防事業の推進や、糖尿病性腎症の発症、重症化のリスクのある方へ保健指導を行う

糖尿病性腎症重症化予防事業支援プログラムの推進を、３０歳代の若年層を対象とした生活

習慣から生じると思われる疾病の早期発見、早期治療につなげるための集団健診の実施や、

保険事業の指針となる第３期データヘルス計画など、国保被保険者の健康増進や将来の国保

運営を見据えた予算編成となっております。

国民健康保険は被保険者である市民の皆さんの健康を守るという重要な役割を担う大切な制

度であることから、安定した制度とするために、千葉県と連携して、国民健康保険事業の運

営にあたり、保険事業の充実、医療費の適正化、保険税収納率の向上に向け、今まで以上に

取り組んでいただくことを要望いたしまして、令和５年度八街市国民健康保険特別会計予算

について賛成するものであります。

○石井委員長

ほかに討論はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○石井委員長

討論がなければ、これで討論を終了いたします。

これより議案第１１号、令和５年度八街市国民健康保険特別会計予算についてを採決いたし

ます。

この議案は原案のとおり決定することに賛成の委員の起立を求めます。

（起 立 多 数）

○石井委員長

起立多数です。議案第１１号は原案のとおり可決されました。

続いて、議案第１２号、令和５年度八街市後期高齢者医療特別会計予算についてを議題とい

たします。

議案の説明は事前に終了しておりますので、直ちに質疑を行います。委員の質疑をお願いし

ます。

○栗林委員

幾つか質問させていただきます。

国民健康保険税のことと重なってくる部分はあるので、先ほどお聞きした内容の中で、こち

らのほうで判断できる部分もあるんですけれども、まずはじめに、歳入の後期高齢者医療費

保険料に関しまして、やはり高齢化に伴い、保険料自体も増えてきてはいるんですけれども、

この保険料の確保というか、きちんと納入していただくために、令和５年度に関して、特に

されているようなことってございますか。
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○石井委員長

すみません。ページ数は何ページでございましょうか。

○栗林委員

すみません。３２７ページです。

○黒川国保年金課長

こちらの方は、確かに団塊の世代が後期高齢者ということで、１年間でかなり被保険者数が

増えております。それに伴って、保険料も上がっておるんですが、特段令和５年度から徴収

を上げるためにやるということは考えておりません。

○栗林委員

今までもいろいろ収納に向けて、支出とも関わってしまうんですけれども、収納に向けてい

ろんな努力、支払い方法を増やしたりとかという形でされてきたと思うんですけれども、そ

ういうことをやはり続けていくことによって、収納率が上がってくると思いますし、それで、

一番基盤となる、いわゆる財政確保というところが大きくなってくると思うので、やはり歳

入に関しては、やはり意識しながら取り組んでいただく。そのような形で予算計上されてい

るとは思うんですけれども、意識していただくことというのは、今後に関しては、さらに重

要になってくるのではないかなと感じて、ちょっと質問させていただきました。

続きまして、３２９ページの総務費の一般管理費の中にあります、負担金補助及び交付金の

中の長寿健康増進事業補助金に関して、具体的にお知らせいただければと思います。

○黒川国保年金課長

こちらの負担金及び交付金につきましては、全額人間ドックの助成になっております。内訳

としましては、人間ドックの助成として７５件、脳ドックと人間ドックの併用ドックは３５

件、脳ドックのみ５件を計上してございます。

○栗林委員

すみません。ちょっとページというか、何にあたるかというところがちょっとあれなんです

けど、国保税の中で、多分こういう後期高齢者の方も含めた健康維持等々の部分で歳出とし

て計上されているのかなと思うんですけど、特に後期高齢者としてそういう健康維持とか、

医療費の助成に向けての何かされているというのが、どこにあたるかも併せてお知らせいた

だければと思うんですが。

○黒川国保年金課長

医療費の助成ですか。

○栗林委員

高齢化になると医療費というのはやっぱり増えてくると思いますので、市としても医療費を

抑えるために、事業等をいろいろ、健康教室とかをされているんですけど、それは一般会計

からという形でよろしいのか。特に後期高齢者医療保険制度の中でそういうところがあるの

かの確認です。

○黒川国保年金課長

後期の特別会計の方ではございませんが、一般会計の方で国保と同じように事業の方は行っ
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てございます。

○栗林委員

はい。ありがとうございます。

○石井委員長

ほかに質疑はございますか。

○丸山委員

それではお伺いいたします。

歳入で、説明のところでは後期高齢者に移行する方が大変多くなっての保険料の増という説

明をいただいておりますが、この特別徴収保険料を納める被保険者というのは全体で何人、

何パーセントなのか。

それから、普通徴収保険料を納める保険者数はどのくらいになるのか、お伺いいたします。

○黒川国保年金課長

申し訳ございません。人数の方はちょっと把握しておりませんが、こちらの方は、前年度の

特別徴収及び普通徴収の比率によってやらせていただいておりまして、特別徴収が５６．９

パーセント、普通徴収が４３．１パーセントという形で計上させていただいております。

○丸山委員

これは、令和５年度分でよろしいんですか。

○黒川国保年金課長

今年度の予算におきましては、令和３年３月の割合で計算させていただいております。

○丸山委員

そうしますと、それぞれ何パーセント程度増えているのか、減っているのか。その辺は分か

りますか。

○黒川国保年金課長

前年度のときは、特別徴収が５７．０１パーセント、普通徴収が４２．９９パーセントとい

うことで出しておりますので、若干特別徴収が減っているかと思います。

○丸山委員

はい。分かりました。普通徴収の被保険者が増えている、若干増えているという傾向だと。

それで、賦課限度額の対象者というのは何人ぐらいいらっしゃるんでしょうか。

○黒川国保年金課長

申し訳ございません。ちょっと今資料の方を持ち合わせてございません。

○丸山委員

それでは、３２７ページの普通徴収保険料の中で、前年度滞納分繰越分ということで、１６

２万円が計上されておりますけれども、これは何人分になるのか、お伺いいたします。

○黒川国保年金課長

こちらの方も人数はちょっと出しておりませんで、調定見込額を８１０万円としまして、目

標収納率２０パーセントを計算しまして、１６２万円という金額を出させていただいており

ます。
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○丸山委員

では、全体では、滞納なさっている方はどのくらいいるということですか。

○黒川国保年金課長

申し訳ございません。ちょっと今資料の方を持ち合わせておりません。

○丸山委員

はい。分かりました。じゃあ、また後で教えてください。

それとあと、繰入金についてですね。保険基盤安定繰入金、これは前年度７６３万１千円増

の１億７千１４４万３千円となっているわけですけれども、それぞれ軽減者数は何割ぐらい

ずつを占めているのか、お伺いします。７割、５割、２割の軽減者がありますね。そのそれ

ぞれの割合はどのようになっているんでしょうか。

○黒川国保年金課長

ちょっと率の方は出ていないのですが、７割軽減が４千２０３人、５割軽減が１千２４６人、

２割軽減が１千１８０人で、保険の対象者数が６千６９９人を見込んでございます。

○丸山委員

そうしますと、全体の何割ぐらいになるんでしょうか。軽減を受ける方がですね。

○黒川国保年金課長

多分保険者が約９千８００人程度ですので、６８パーセントぐらいになるかと思われます。

○丸山委員

国保と変わらないぐらいの軽減者となっているというふうに思います。

本当にこういった保険に入っている後期高齢者の皆さんも、決して、普通徴収ですから、大

変な生活状況の中で保険料を支払っているということが見えてきております。

それで、３２８ページに、延滞金、これが４万４千円という形状になっているわけです。や

はり本当に大変な、皆さんがこういった延滞金を払わなければならないということなんです

けれども、延滞金の徴収に至るまでの対応、これはどんなふうになさっているのか、どのよ

うにしているのか、その辺についてお伺いしたいと思います。

○黒川国保年金課長

こちらの方は、まず、納期後に督促状を発送しまして、その後、年に３回ほど催告書を発行

しております。その後、６月とかに延滞金をいただいているというような形になっておりま

す。

○丸山委員

催告書を発行して、それで延滞金を頂いていますということなんですけれども、これは、今、

延滞金を頂いている方というのが分からないわけですよね。何人というのはね。そういう

方々に対して、きちんとお尋ねしていって、どういう生活状態なのか、実態なのかというの

を把握されて、この延滞金を賦課しているのか。その辺についていかがでしょうか。

○黒川国保年金課長

納税相談に来ていただいた方に関しましては、きちんと状況の方を把握しておるわけなんで

すが、こちらに来ていただかないで、納付書でそのまま納めていただいちゃうという方もい
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らっしゃいますので、全部が全部状況を把握しているかというと、そういうことはございま

せん。

○丸山委員

特に後期高齢者は、年金暮らしの方がほとんどだと思うんですね。そういう中で、今、年金

がどんどんと削減されているわけですね。後期高齢者も払わなきゃいけない、介護保険料も

払わなきゃいけない、本当に税金の支払いで追われるわけですね。

そういう中で、今やっぱり大切なのは、相談に来た方は話に応じますよ。来ない方はもうど

んどんと切っていってしまいます。延滞金を頂きます。そういうやり方ではなくて、やはり

今、延滞金の徴収よりも一番大切なのは、納付できないでいる実態状況をきちんと把握して、

そして、丁寧な対応で、生活ができるような方向付けをきちんとしていくということが今必

要ではないかなというふうに思うわけなんです。

そういう点では、相談に来なかったから知らないよ。あんたが悪いんですよではなくて、特

に高齢者ですからね。高齢者がバスに乗って、果たしてこられるところなのか、どうなのか、

そういうこともいろいろと含めて、やはり出向いて、どうしたんですかと。そういう相談に

丁寧に対応していく必要があるんじゃないのか、そんなふうに思いますが、その辺について

はどうでしょうか。

○黒川国保年金課長

確かに以前は訪問等をしておりましたが、ここ近年はコロナの関係で臨戸することもできて

おりません。

また、以前私が担当のときも、なかなか高齢者の方は、ご自宅に伺ってもお会いできないと

いうケースが多々ございます。そういったことも含めまして、まずは通知をして、お電話な

り、来庁していただくというような形を現在は取っております。

○丸山委員

やはり高齢者が対象の保険ですから、高齢者が本当に安心して医療にもかかれる、そういう

体制、対応を取っていかなければならないというふうに思いますので、この間はコロナで行

けなかったという理由があるかもしれませんが、これからは丁寧な対応で。

私は、丁寧な対応をしていれば、こういう延滞金なんか発生してこないと思いますよ。これ

はもっと対応しなければいけない。もっと一歩入って、市の方が対応しなきゃいけない、そ

ういう結果になっていくのではないかというふうに思いますので、ぜひ丁寧な対応を再度求

めておきます。

以上です。

○石井委員長

ほかに質疑はございますか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○石井委員長

質疑がなければ、これで質疑を終了いたします。

これから討論を行います。討論はございますか。
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最初に、反対討論の発言を許します。

○丸山委員

それでは、議案第１２号、後期高齢者医療特別会計予算に対して反対討論を行います。

１５年前に導入された後期高齢者医療制度は、７５歳という年齢を区切った制度に、姥捨て

山の制度と、国民の大きな怒りと世論が、時の政府に保険料の特例軽減制度を導入させまし

た。

しかし、制度発足後９年目の２０１７年度から、低所得者の均等割軽減の縮小廃止が進めら

れてきました。と同時に、この１０年間での公的年金は実質６．７パーセント減となってい

るところに、昨年１０月からは、後期高齢者医療費が単身で２００万円以上、二人世帯で年

収３２０万円以上の方の窓口２割負担が導入され、高齢者への負担が一層重くのしかかって

います。

コロナ禍のとりわけ感染リスクの高い高齢者にとって、受診抑制につながるようなことが

あってはなりません。２割負担は中止をするよう、国に求めるべきです。

また、延滞金については、国保と同様、大半の未納、滞納世帯は払わないのではなく、払え

ないというのが実態です。延滞金徴収によってさらに生活が追い詰められることが必至です。

滞納節に納付できるよう、丁寧な対応で生活再建や分納相談をさらに拡充させるとともに、

県後期高齢者連合に対し、延滞金をなくすための条例改正を求めることが必要ではないで

しょうか。

以上の立場から、反対をするものです。

○石井委員長

次に、賛成討論の発言を許します。

○栗林委員

議案第１２号、令和５年度八街市後期高齢者医療特別会計予算について、賛成の立場から意

見を述べさせていただきます。

ご存じのとおり、後期高齢者医療制度は、７５歳以上の方が安心して医療を受けられる仕組

みとして様々な取組がなされ、平成２０年度の創設以来、国民に定着した制度です。

八街市の被保険者数は、令和５年１月末で９千８４４人となり、団塊の世代が後期高齢者へ

移行となる令和７年にかけ、増加し、これに伴う医療費の増加が今後の大きな課題でもあり

ます。

令和５年度の予算では、歳入の後期高齢者医療保険料が、前年度比３千５６７万３千円増の

６億２千９５５万３千円、歳出の後期高齢者広域連合納付金が、前年度比４千３３０万９千

円増の８億３０４万円となり、総額は歳入、歳出ともに、前年度比４千３７９万１千円増の

８億１千３８２万５千円となっています。

八街市は広域連合と連携して、高齢者の医療費の削減や、健康保持のため、人間ドック等の

助成のための予算を確保するとともに、一般会計から生活習慣病予防教室や、中高年のため

のリズム教室、ストレッチ＆栄養講和、在宅訪問、歯科検診などの健康事業を行っています。

また、健康状態が不明な高齢者の状況把握と、必要とするサービスへの接続を図る高齢者の
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保健、介護予防一体的実施事業の取組を行っています。

窓口負担の割合の改正で、被保険者層の負担区分が１割の方のうち、一定以上の所得がある

方は窓口負担が２割となりました。少子高齢化に対応し、高齢者の負担能力に十分配慮しな

がら、現役世代の負担上昇を抑え、国民皆保険を未来につないでいくためと理解しています

が、被保険者である高齢者の方々をはじめ、市民など、市民にご理解していただけるよう、

十分な広報活動など、広域連合と連携して行うよう要望いたします。

その上で、本予算の執行にあたっては、対象者である高齢者の生活実態の把握が大切となり

ます。後期高齢者医療保険料を被保険者が確実に納めていただけるように、丁寧な対応と、

医療費の削減のために、創意工夫で新たな取組等を調査、研究していただき、高齢者が元気

に生きがいを持って生活が送れる八街市となるように、今後も千葉県や広域連合との連携を

図りながら、医療費制度が持続可能となることを期待いたします。

○石井委員長

ほかに討論はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○石井委員長

討論がなければ、これで討論を終了いたします。

これより、議案第１２号、令和５年度八街市後期高齢者医療特別会計予算についてを採決い

たします。

この議案は原案のとおり決定することに賛成の委員の起立を求めます。

（起 立 多 数）

○石井委員長

起立多数です。議案第１２号は原案のとおり可決されました。

以上で、総務常任委員会に付託された案件の審査は全て終了いたしました。

委員の皆様に申し上げます。この後、総務常任委員会協議会を開催いたしますので、第２会

議室にお集まりください。

これで総務常任委員会を閉会いたします。

関係者の皆様、大変お疲れさまでございました。

（閉会 午後２時０３分）
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